
ASK ニュースASK ニュース
アーツサポート関西

事  業  者：女流義太夫　瑠璃の会
活動概要：第三回女流義太夫演奏会　瑠璃の会
　明治中期から昭和にかけて「娘義太夫」として大流行した女流義太夫は、
その本拠地の大阪で技芸員の減少などから平成 21 年の公演を最後に長ら
く途絶えていました。平成 29 年に瑠璃の会が立ち上がり、大阪の地で 8 年
ぶりに女流義太夫の公演が行われました。瑠璃の会では今後、大阪の地で
の活動の拠点づくりや後継者の育成も見据え、定期的に公演を行っていく
予定です。
助成額：50 万円

（写真は各事業者より提供）

女流義太夫 瑠璃の会　《第二回瑠璃の会演奏会》
撮影：佐藤美幸
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一般社団法人 brk collective[ブレコ]

next mushroom promotion

一般社団法人タチョナ

一般社団法人 HMP

関　典子

女流義太夫　瑠璃の会

冬木　遼太郎

特定非営利活動法人 ANEWAL Gallery

一般社団法人日本テレマン協会

神戸大アートマネジメント研究会

應典院寺町倶楽部

VOGA

kondaba

坂東　竹之助「第一回竹之助の会」

分　野 申   請  者 活  動  名  ＜活動期間＞
助成額

（万円）

一般助成（交付額順）：総額 500 万円

NISHINARI　YOSHIO ＜4/1 ～ 2019/3/31＞

エレクトロ・ヒーロー来臨（仮題）＜11/9＞

庄内つくるオンガク祭 2018 ＜6/1 ～ 8/26＞

エイチエムピー・シアター〈狂想的身体論 Ｉ〉『高野聖』（仮）＜10/12 ～ 21＞

モーション・クオリア研究～自由落下による必然的な動きと表現～＜11/25、2/3＞

第三回　女流義太夫演奏会　瑠璃の会 ＜2019/3/2＞

ファミリー・リバース・シアター ＜4月～ 9月＞

ANEWAL Gallery　Residency　Program ＜4/1 ～ 2019/3/31＞

高田泰治　チェンバロ・リサイタル（4 公演）＜7月～ 2019/3月＞

子どものためのコンサート第 11 弾（仮）＜11/10＞

縁劇フェス ＜6/21 ～ 24＞

第 15 回本公演『直観と情熱、あるいは死と詩（仮）』 ＜11/3 ～ 11/7＞

kondaba の旗揚げ公演『彼らの生活（仮）』＜11/9 ～ 11/11＞

第一回竹之助の会 ＜8/4＞
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岩井コスモ証券 ASK 支援寄金助成（交付額順）：総額 400 万円

GHQ による接収住宅の内部を撮影し、歴史の重みや日本の西洋住宅へ向けられてきた視線の変遷などを浮かび上がらせる。

クラシックアコーディオンの演奏活動や普及活動、作曲家への新作の委嘱など。

複数の他者による共同作業によって、一人の画家の表現を超えた重層的な広がりや特殊な時間感覚を表現。

上方舞「楳茂都流」に伝わる創流当時の譜本の研究活動。およびそれにより掘り起こした作品の再演など。

在日韓国人として生まれ、社会的マイノリティの日常を創作的神話の世界として表現した写真シリーズを制作。

廃材の動くオブジェや実験的サウンドアートを手掛け海外へも多く招聘される注目のアーティスト。

注目の若手クラシックギタリスト。来年スペインの大学への留学を見越し、数多くの演奏会を開催予定。

ブリュッセルやパリで学び、東京芸大にて博士号取得の気鋭の美術家。現代美術の自主企画展を開催する。

アーティストユニット「ヒスロム」の一人。子供の遊びのような感覚で社会の深層にある規範や暗黙の了解をあぶりだす。

炎の揺らぎなどの自然の現象を撮影し、光学的なアナログ変換を介して原初的な様相に還元した映像作品を制作。

関西出身の新進気鋭の若手ヴァイオリニスト。国際コンクールやマスタークラスへの参加を予定。

（敬称略）

大坪　晶

松原　智美

野原　万里絵

楳茂都　梅弥月

金　サジ

梅田　哲也

山口　莉奈

宮坂　直樹

加藤　至

前谷　康太郎

周防　亮介
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八千代電設工業伝統芸能支援寄金

北倶楽部記念寄金

ささやか寄金

ソフィア寄金

寄  金  名 申  請  者 活  動  名  ＜活動期間＞
助成額

（万円）

個別寄金助成（交付額順）：総額 105 万円

夏休みキッズ狂言教室・夏休みキッズ狂言会・志芸の会の『小学生への出前狂言』＜6/1 ～ 12/25＞

朝の光のクラシック  第 72 回『登坂理利子ヴァイオリンコンサート』第 73 回『牧野葵美  ヴィオラコンサート』 ＜7/16, 9/30＞

アートフェア東京出展事業 ＜2019/3 月＞

OTW シリーズの大型作品の制作 ＜4/1 ～ 2019/3/31＞

志芸の会

ハーベストコンサーツ

アトリエインカーブ

森村　誠
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伝統芸能（団体）

平成 30（2018）年度アーツサポート関西  助成先
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　近年の低金利により助成原資が減少する中、限られた資金で効果的に助成するため、万博記念基金設立
当初の助成方針の原点に戻り、万博理念を定めた「日本万国博開催の意図」の趣旨に適った活動を対象と
することを明記するとともに、「国際交流活動」への助成に特化し、助成対象分野を5 分野から2 分野へ絞り
込みました。

　万博記念基金事業の存在意義を高めるため、より大きな助成の効果が期待でき、万博記念基金助成事業
の「顔」となるシンボル事業を重点助成事業と位置付けて、上限金額 1,000 万円まで助成できる制度を新設。

「万博ならでは･･･」「万博だからこそ･･･」といった独自性が発揮できる事業を採択して、他の助成事業との
差別化を図ります。

　助成事業者が事業を行いやすくなるよう、事業者の要望に応えて、助成率を助成対象事業費の 1/2 から
3/4 に引き上げ、自己負担をより少なくするとともに、今までは事業実施後に支払っていた助成金を、交付決
定額の 1/2まで前払いができるよう制度変更しました。

これまでの助成対象分野（5 分野）

■ 国際相互理解の促進に資する活動
・国際文化交流、国際親善に寄与する活動
・学術、教育に関する国際的な活動
・自然の保護その他人間環境の保全に関する
   国際的な活動
■ 文化的な活動

・日本の伝統文化の伝承及び振興活動
・芸術及び地域文化に関する活動

今回からの助成対象分野（2 分野に絞り込み）

「日本万国博開催の意図」の趣旨に適った
以下の活動

■ 国際相互理解の促進に資する活動
・国際文化交流、国際親善に寄与する活動
・教育、学術に関する国際的な活動

金　　額
平成 30 年度

申　　請 採　　択

件数 金　　額
平成 29 年度

件数 金　　額
平成 30 年度

件数 金　　額
平成 29 年度
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申請・採択状況（前年度比較）

（単位：件，万円）

国際文化交流、国際親善に寄与する活動

教育、学術に関する国際的な活動

自然の保護その他人間環境の保全に関する国際的な活動

日本の伝統文化の伝承及び振興活動

芸術及び地域文化に関する活動

平成30年度日本万国博覧会記念基金助成事業申請・採択状況

助成対象分野の絞込み1

重点助成事業の新設2

助成率の変更、前払い制度の新設 3

助成事業の主な変更点

平成 30 年度日本万国博覧会記念基金事業

47 事業に総額 8,900 万円を決定
－ 助成対象を絞り込み重点化 －
　日本万国博覧会記念基金（略称：万博記念基金）事業では、新たな助成制度で平成30年度助成事業を公募し、
重点助成事業 1 事業、一般助成事業 46 事業の合計 47 事業・総額 8,900 万円の助成を決定しました。
　下記の変更を行い、昨年 7～9月に公募したところ、国内外から211 事業（重点助成事業 39 事業、一般助成事業
172 事業の申請がありました（前年度は 212 事業：下表参照）。これら申請事業は、外部委員からなる万博記念
基金事業審査会での審査を経て決定しました（P19に平成 30 年度の助成事業を掲載）。

日本万国博覧会記念基金
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EXPO’70 が UAE に及ぼした影響を解き明かすため、日本のパイオニア的なメタボリズム建築＊家や都市計
画家による影響と貢献に焦点を当て、両国の文化的アイデンティティの解明を行います。研究成果を３言語

（アラビア語、英語、日本語）で発刊するとともに、UAEと日本で展覧会を開催し、万博理念が多様性国家
UAE の建設に与えた影響を周知します。

＊メタボリズム建築
1959 年に黒川紀章や菊竹清訓ら日本の若手建築家・都市計画家が興した建築運動。 社会や人口の変化に応じて新
陳代謝（メタボリズム）する建築や都市のあり方を提唱した。

　この度は、Brownbook/ Cultural Engineering のプロ
ジェクトを採用いただきまして、誠にありがとうござい
ます。
　1970 年の大阪万博は、ドバイでもよく話題になりま
す。その理由の一つは、UAE が初めて万博に参加した
ことです。当時は建国前なので、アブダビという街がパ
ビリオンを出していました。二つめは、万博を通して
行ってきた国際的な交流の中で、多くの日本のメタボ
リズム建築家達が UAE にプロジェクトを提案しに来て
いたという歴史があること。三つめは、2020 年の万博
がドバイで行われることです。
　過去に日本とUAE の文化交流があったことはあまり
知られていませんが、多くのエマラティ（UAE の国民を

こう呼びます）が今でも日本によく訪れ、大変尊敬の念
を抱いているのは、２つの異なる文化のルーツに、何
か分かり合えるものがあるからではないでしょうか。経
済急成長の中で作り上げられた日本の新しい街と、そ
の変化とともに文化を守ってきた日本人の過去は、現
在似たような環境に置かれたエマラティが参考にした
い姿なのかもしれません。
　このプロジェクトが、日本とUAE の相互理解と交流
を深めるきっかけになればと願っています。史上初と
なるメタボリズム建築の UAE への影響、また、文化交
流の歴史を明らかにするこのリサーチを、万博記念基
金の助成が得られる素晴らしい機会を大いに活用し、
現実のものとしていきたいと思っています。

■事業名：1970 年日本万国博覧会が UAEに及ぼした影響などの研究とその文書化
■事業者：ブラウンブック／カルチュラル・エンジニアリング
■交付決定額：700 万円
■実施期間：2018 年 4月1日（日）～ 2019 年 3月31日（日）
■実施場所：ドバイ、東京都

■事業名：高麗大学校グローバル日本研究院〈日本学叢書〉刊行事業
　　　   －〈日本近代女性文学選集〉刊行 －
■事業者：高麗大学校グローバル日本研究院
■交付決定額：300 万円
■実施期間：2018 年 4月1日（日）～ 2019 年 3月31日（日）
■実施場所：大韓民国　高麗大学校 グローバル日本研究院事業概要

　高麗大学校グローバル日本研究院が、韓国における日本文化の体系的な研究と日本文化に対する韓国
人の正しい理解や、幅広い日韓文化交流を促進するために企画した「日本学叢書刊行事業」の一環。樋口
一葉や宇野千代など代表的な近代日本女性作家を選定し、その作家たちの全 100 編に及ぶ作品計 18 巻
を韓国語に翻訳・刊行します。

事業概要

■事業名：大阪～ウズベキスタン青少年交流
■事業者：特定非営利活動法人 国際交流の会とよなか
■交付決定額：110 万円
■実施期間：2018 年６月30日（土）～７月20日（金）、2019 年 3月21日（木）～ 3月30日（土）
■実施場所：大阪府豊中市、ウズベキスタン フェルナガ県リシタン市

　国際間の相互理解を深め、より住みやすい社会を実現するために、直接出会う機会をつくることを目的
に、ウズベキスタンと人的交流プログラムを実施します。
　日本でのプログラムは、６月にウズベキスタンから5 名の中・高生を招聘し、日本の学校へ通学させて生
徒同士の交流・相互理解を深めます。週末には、日本人生徒とともに、大阪万博跡地会場を訪れ、EXPO 開
催の意図、現在まで果たしてきた意義を共有します。
　また、７月中旬には「とよなか国際交流センター」で、日本～ウズベキタン交流会を実施し、通学した学校
の生徒だけでなく、一般の人達にも呼びかけて、より多くの人たちとの交流の機会を作ります。
　ウズベキスタンでは、3月下旬に日本の若者・日本語教師をウズベキスタンへ招聘し、現地の人達とより
深い友好関係を構築し、帰国後、成果を発表する機会を作り、両国間の相互理解を深めます。

事業概要

事業者コメント

アブダビ館（大阪万博）

過去の成果物

編集会議のようす
写真提供：高麗大学校グローバル日本研究院

日本での交流キャンプ

ウズベキスタンで日本語を学ぶ子ども達
写真提供：特定非営利活動法人 国際交流の会とよなか写真提供：大阪府

お祭り広場（大阪万博）

重 点 助 成 事 業

平成 30 年度 
日本万国博覧会記念基金 助成先の事業紹介

一 般 助 成 事 業

日本万国博覧会記念基金
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一葉や宇野千代など代表的な近代日本女性作家を選定し、その作家たちの全 100 編に及ぶ作品計 18 巻
を韓国語に翻訳・刊行します。

事業概要

■事業名：大阪～ウズベキスタン青少年交流
■事業者：特定非営利活動法人 国際交流の会とよなか
■交付決定額：110 万円
■実施期間：2018 年６月30日（土）～７月20日（金）、2019 年 3月21日（木）～ 3月30日（土）
■実施場所：大阪府豊中市、ウズベキスタン フェルナガ県リシタン市

　国際間の相互理解を深め、より住みやすい社会を実現するために、直接出会う機会をつくることを目的
に、ウズベキスタンと人的交流プログラムを実施します。
　日本でのプログラムは、６月にウズベキスタンから5 名の中・高生を招聘し、日本の学校へ通学させて生
徒同士の交流・相互理解を深めます。週末には、日本人生徒とともに、大阪万博跡地会場を訪れ、EXPO 開
催の意図、現在まで果たしてきた意義を共有します。
　また、７月中旬には「とよなか国際交流センター」で、日本～ウズベキタン交流会を実施し、通学した学校
の生徒だけでなく、一般の人達にも呼びかけて、より多くの人たちとの交流の機会を作ります。
　ウズベキスタンでは、3月下旬に日本の若者・日本語教師をウズベキスタンへ招聘し、現地の人達とより
深い友好関係を構築し、帰国後、成果を発表する機会を作り、両国間の相互理解を深めます。

事業概要

事業者コメント

アブダビ館（大阪万博）

過去の成果物

編集会議のようす
写真提供：高麗大学校グローバル日本研究院

日本での交流キャンプ

ウズベキスタンで日本語を学ぶ子ども達
写真提供：特定非営利活動法人 国際交流の会とよなか写真提供：大阪府

お祭り広場（大阪万博）
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事業者名 助成金額
（万円）事 業 名

＊ブラウンブック／カルチュラル・エンジニアリング 1970 年日本万国博覧会がＵＡＥに及ぼした影響などの研究とその文書化 700

国際文化交流、国際親善に寄与する活動（一般助成事業）

教育、学術に関する国際的な活動（一般助成事業）

国際文化交流、国際親善に寄与する活動（重点助成事業）

　特定非営利活動法人国際交流の会とよなか

　モザンビークのいのちをつなぐ会

　一般社団法人産業人文学研究所

＊IYCO & KAKAFURAHA

＊冨田人形共遊団

　特定非営利活動法人リトル・クリエイターズ

＊Share the Wind

　認定特定非営利活動法人ミュージック・シェアリング

＊日本ミクロネシア文化交流会

＊龍野アートプロジェクト

　特定非営利活動法人エデュケーション ガーディアンシップ グループ

　一般社団法人京都ハラールネットワーク協会

＊いしがき少年少女合唱団

＊公益財団法人日本フィルハーモニー交響楽団

＊公益財団法人鼓童文化財団

　京都造形芸術大学舞台芸術研究センター

　小松サマースクール実行委員会

　Peace Art project in ひろしま実行委員会

＊青い鳥児童合唱団

＊特定非営利活動法人 Little Bridge

　特定非営利活動法人 Peace Field Japan

＊さっぽろ人形浄瑠璃芝居あしり座

　特定非営利活動法人ウォーターエイドジャパン

　オペラ「ザ・ラストクイーン」実行委員会

＊フラー・クラフト・ミュージアム

＊ウェリントン市議会

＊サンティアゴ・メトロポリタンパーク

＊ニッポン・コネクション e.V.

＊コーデン城日本庭園

＊国立世界文化博物館／民族学博物館

＊ ジャパン・ソサエティー

大阪～ウズベキスタン青少年交流 

第３回アフリカ・マコンデ族の音楽と文化交流ツアー 

伝統技法を用いた日本文化の理解醸成と人材開発事業 

HIFA2018（2018 年度ハラレ国際芸術祭）でのアフリカ音楽家との交流事業 

日本大使館主催「日本年」への出演 

チャイルド・エイド・アジア2018 

日本の竹工芸技術を活かしたカンボジア王国リエンポン村における教育促進と雇用創出プロジェクト 

ICEP（インターナショナル・コミュニティー・エンゲージメント・プログラム）2018 

ミクロネシア連邦国際文化交流プログラム ～フラワー・アーツと伝統文化儀式交換～ 

龍野アートプロジェクト in クラクフ 

第 23 回海外高校生による日本語スピーチコンテスト及び青少年のための異文化交流プログラム 

ハラール適合型和食の開発と” ハラール肉フェス in 京都 ” の開催 

いしがき少年少女合唱団　スイス　チューリッヒ演奏旅行 

日本フィルハーモニー交響楽団韓国公演 2018 

日仏友好芸術交流事業 鼓童 × 太陽劇団『Kodo Soleilプロジェクト』 

ポール･クローデル生誕 150 周年記念『繻子の靴』公演事業 

小松サマースクール 2018 

Peace Art Project in ひろしま『平和と美術と音楽と』 

ウイーン少年合唱団と共演コンサート in アウガルデン宮殿 －夢に希望を託して－ 

ボスニア・ヘルツェゴビナと日本の子どもたちによる国際交流試合 

“ 絆 ” KIZUNA　プロジェクト 

札幌・ノボシビルスク　芸術文化活動を通した国際交流事業 

第 11 回国際水協会（IWA）世界会議・展示会における知的交流に向けたセミナー・ブース展示 

創作オペラ「ザ・ラストクイーン　朝鮮王朝最後の皇太子妃」関西公演 

日本料理のアート、クラフト、デザイン：実用の品とその美 

ウェリントン・ジャパンフェスティバル 2018 

サンティアゴ・メトロポリタンパークの日本庭園のメンテナンス向上 

第 18 回日本映画祭「ニッポン・コネクション」 

コーデン城日本庭園四季の文化交流公演展示 

2018 年ストックホルム民族学博物館茶庭専門家派遣 

八王子車人形 
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　東京国際ヴィオラコンクール実行委員会

　EPM2018 組織委員会

　揺らぎが生む秩序の物理学最前線国際会議組織委員会

　特定非営利活動法人パンゲア

＊民藝運動フィルムアーカイブ制作委員会

＊模擬国連全米大会　日本代表団派遣事業運営局

　NPO 法人おおさかこども多文化センター

　科学の祭典実行委員会野外実験班

　公益社団法人日本セラミックス協会

　日本植物脂質科学研究会

＊International Development Field Camp for 
Myanmar and Japan Youth Leaders

＊特定非営利活動法人アースウォーカーズ

　QFS2018 組織委員会

＊高麗大学校グローバル日本研究院

＊欧州日本専門家協会

ヴィオラスペース2018　vol.27　第 4 回東京国際ヴィオラコンクール 

9th International conference on Electromagnetic Processing of Materials 

揺らぎが生む秩序の物理学に関する最新課題を討論する国際会議 

ICTツールを用いた児童のための京都異文化サマースクール事業 

民藝運動フィルムアーカイブプロジェクト（2018） 

2019 年模擬国連会議全米大会第 35 代日本代表団派遣事業 

外国につながる子どもを元気にするための実態調査 

第 11 回万博公園理科実験野外教室 ～科学を通じて国際性豊かな青少年の育成に向けて～ 

国際ガラス会議 2018 年年会 

第 23 回国際植物脂質シンポジウム開催事業 

International Development Field Camp for Myanmar and Japan Youth Leaders　2018

福島を伝え、再生可能エネルギーを学ぶ福島ドイツ高校生交流プロジェクト 

量子液体・固体に関する国際シンポジウム2018 

高麗大学校グローバル日本研究院〈日本学叢書〉刊行事業 －＜日本近代女性文学選集＞刊行－ 

国際会議「日本の Society5.0 構想における融和と分裂：欧州において開かれた社会のモデルとなるか？」 
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平成30年度　日本万国博覧会記念基金助成事業一覧　（＊印は国外事業）

　江戸時代から続く節分の「鬼追い」行事、北新地花街の風習「節分お化け（仮装）」、水
都大阪にふさわしく水に感謝する「お水汲み祭り」が一つになった早春の恒例行事。奈
良薬師寺の村上太胤管主による節分法要や薬師寺僧侶たちによる日本の歌謡の原点
といわれる「声明（しょうみょう）」をはじめ、北新地芸妓衆による舞の奉納やホステスた
ちによるお化けが披露され、多くの見物人で賑わいました。2004 年にはじまり第 15 回
を迎えた今年は、当地が舞台の浄瑠璃「曽根崎心中」にちなみ、文楽人形遣いの桐竹勘
十郎氏と吉田蓑二郎氏が遣う〝お初と徳兵衛〟も参加しました。関西･大阪 21 世紀協会
は、水都大阪の再生をめざし、この行事の立ち上げ時から参画してきました。

　今宮戎神社「十日戎」の奉納行事として、大阪府無形民俗文化財に指定されている宝
恵駕行列。江戸時代にはじまり、明治中頃からは花街の誘客や商売繁盛を祈願して行
われ、当時は 100 挺もの駕が担がれ、賑わいました。現在は地元商店会や経済界など
の協力により、その伝統が受け継がれています。今年は芸妓を代表して祐子さんを先頭
に、歌舞伎俳優の中村壱太郎さんや文楽太夫の竹本織太夫さんらが駕に乗り、「ほえか
ご、ほえかご」の掛け声とともにミナミの商店街に繰り出し、今宮戎神社を参拝しまし
た。関西･大阪 21 世紀協会 上方文化芸能運営委員会は、宝恵駕振興会実行委員会の
役員を務め、実施運営に携わっています。

　日本各地を旅しながら日本の伝統文化を探求する写真家エバレット・ブラ
ウン氏を招き、江戸時代末期から明治初期の撮影技法である「湿版光画」で撮
影された同氏の作品を紹介。伝統祭事や職人たちのポートレートなどから、日
本の面影や日本文化の将来について考察されました。その中で、「日本人はモ
ノを単なる道具ではなく、そこに生命を感じ、特別な思いを込めている。女子
高生が携帯電話にデコレーションを施すのはそうした国民性の表れ」とし、匠
の精神は職人固有のものではなく、日本人の国民性だと指摘。現代の若者が
庭師や染織などの伝統的な職人の仕事に携わり、その精神は脈々と受け継が
れていると解説されました。

　文化・芸術・スポーツ
などの分野で活躍し、関
西から日本を元気に明る
くした人や団体などへ、
感謝と一層の活躍を期待
して2003 年 に創 設され
た関西元気文化圏賞。そ
の贈呈式が文化庁芸術
祭賞贈呈式と合同で行われました。今年度は、陸上選手の
桐生祥秀さんに大賞、囲碁棋士の井山裕太さん、京都国立
博物館に特別賞が贈られ、文楽太夫の竹本織太夫（おりた
ゆう）さんらにニューパワー賞が贈られました。
　大阪市出身の織太夫さんは、8 歳で豊竹咲太夫に入門し、

文楽の素晴らしさを広めるべく多方面で活躍する注目株。
2018年1月に国立文楽劇場（大阪）で開催された人間国宝・
八代目竹本綱太夫「五十回忌追善公演」において、江戸時代
から続く大名跡の六代目織太夫（綱太
夫の前名）を襲名し、次代の文楽を担う
太夫の一人として、魅力ある舞台が期
待されています。織太夫さんは賞贈呈
式後の祝賀会で、「文楽界で 40 歳とい
えば、まだまだ若手。この素晴らしい芸
能を世界にも届けたい」と笑顔で語り
ました。また、同賞は、国内外の数々の
コンクールで受賞経験のある中学生チェリストの北村陽さ
ん（西宮市出身：P21 に記事）、「バブル」をテーマにしたキ
レのあるダンスで全国的に話題となった大阪府立登美丘高
等学校ダンス部にも贈られました。

村上太胤管主からお香水を受ける黒田章裕関西
経済同友会代表幹事（堂島アバンザ特設舞台）

ミナミの商店街に繰り出す宝恵駕行列

エバレット・ブラウン氏

受賞者と主催者
竹本織太夫さん

（合同祝賀会にて）

湿版光画で撮影された写真

関西･大阪 21 世紀協会は、「助成と顕彰」、「関西・大阪ブランドの発掘と発信」、「伝統の進化と創造」の
3 つを事業の柱としています。ここではそのなかのいくつかをご報告します。

イベント報告イベント報告

2018年2月2日／堂島薬師堂、曽根崎新地一帯　主催：堂島薬師堂節分お水汲み祭り実行委員会

第 15 回の節目に「お初・徳兵衛」も参加 堂島薬師堂節分お水汲み祭り

2018年1月10日／道頓堀～今宮戎神社　主催：十日戎宝恵駕振興会

ほ え か ご

新春のミナミに賑わい添える伝統行事 今宮戎神社十日戎「宝恵駕行列」

エバレット・ブラウン氏（国際フォトジャーナリスト、日本文化研究家）
2017年11月22日／中之島センタービル　

外国人写真家が見た日本の面影と日本人 交流サロン 21cafe

2018年1月22日／リーガロイヤルホテル大阪

2017 年度 関西元気文化圏賞贈呈式

写真提供：エバレット・ブラウン氏

日本万国博覧会記念基金


